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令和5年11月16日
第29 回UII まちづくりフォーラム
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・コンパクトな市域に都市機能が集積

・JR・阪急・阪神3社による、13の鉄道駅

・大阪/神戸の他都市へのアクセスも良好

・平坦で自転車の利用が多い地域特性

・市内には340を超える都市公園あり

尼崎市について 人口：454,887人 面積：50.71ｋ㎡ （R5.4.1現在）
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尼崎市について②
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ファミリー世帯の社会動態の推移

転出 転入 社会動態（ファミリー世帯）

社会動態
（世帯）

転入・転出
（世帯）

■ファミリー世帯の転出超過数の推移

■「まちのイメージがよくなった」と答えた人の割合

■人口動態

イメージが変化した理由

JR尼崎駅北側のまちなみ
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既存の資源を活かし、多様な主体と連携した新たな賑わいづくりを行う

とともに、民間の更なる投資も呼び込む

ソフトとハードの両面で効果を上げる

資源の集積状況、駅周辺の再整備のタイミングを捉えつつ、

公共空間の利活用促進等を通じて、協働する主体を見つけながら
取り組んでいる。

特色あるまちづくり 情報発信と共有

市民の暮らしぶりにも着目した

魅力UP
定住転入促進

駅周辺の特色あるまちづくり

〇ねらい

〇進め方
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取組の紹介
協働の相手方の関係や事業のタイミング等から、
現状、市域南部（阪神沿線）の取組が多くなっている

阪神尼崎駅・出屋敷駅周辺

・尼崎版観光地域づくり推進指針における
重点取組地域

・中央公園等の駅前公共空間の賑わい創出
・官民連携によるエリアマネジメントの推進

阪神大物駅周辺

・プロ野球ファーム施設の誘致を契機とした
公園・緑地等の資源を活かしたまちの再生
・民間活力を導入したパークマネジメント

阪神杭瀬駅周辺

・商店街を中心としたまちなか再生
・地区内公園等の利活用
・市民との協働

杭瀬公園
今福公園
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出屋敷駅周辺

①「阪神出屋敷駅周辺をより良くしたい」と意見をいただいた方と、月1回、
駅北側にある公園周辺の清掃活動等を通じて連携スタート

②「駅前をきれいな状態で保つには清掃だけでは限界あり。大規模に改修できれば、
清掃の効果も維持しやすい。」という思いに至る

③ ただ、きれいになるというだけでなく、みんなで関わる仕組みにしたいと考えた
（それによって、その場所に対する愛着も生まれることも想定）

清掃を続ける過程で、

塗装前

塗装後

参加型の道路柵のペインティングイベントを開催

寄付による公園等の整備の申出を受け、許可する形で整備が実現

取組に至るステップ

清掃活動 ペインティングイベント
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リニューアル前の様子 リニューアル後の様子

出屋敷駅北緑地 ＜個人の寄附により実現・R4.7月＞
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イベント開催時の様子

活用してもらうための工夫
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民間開発のタイミングに合わせて、駅南側の南駅前広場周辺を

改良、居心地よく歩きたくなる空間を創出

【参考】阪急塚口駅周辺

＜ねらい＞
・駅前広場を中心に、北部地域の拠点、

かつ、玄関口の一つとしてふさわしい
風格とにぎわいの形成

・既存ストックを中心とした整備や利活
用等による良好な住環境の創出による
まちの魅力の向上

日常的な暮らしの場として駅前広場を使っ
てもらうための取組、「はんつかパブリック
ハック宣言」を実施
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杭瀬駅周辺

①商店街の空き店舗等の活用、気軽に相談・情報共有できる場づくりなど、地域自ら
まちなか再生に向けた取組・検討が進んでいた

②その取組の一環で、都市公園を活用するプランが生まれてくる

③杭瀬公園で、できることから取り組んでいくこととなった

取組に至るステップ

草引き・芝張り遊具のペイント

公園の遊具にペイントしたり、砂場に芝生を敷き詰めるなど、

地域の方々中心でのリニューアルが実現

杭瀬にアトリエを構える
アーティストの指導の下、
地域の小学生も一部ペイント
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小田南公園における阪神タイガースファーム施設等の整備(寄附等)

をきっかけに､居心地が良く歩きたくなる空間を創出し､交流人口
の増加や地域の活性化を目指す

＜ねらい＞
・スポーツをきっかけとした市民の

健康増進、にぎわい創出等

・周辺の公園･緑地を、憩い･遊びの場、
緑の散策路に再整備

・公園･緑地を一体のものと捉えての
機能再編（可能な限り緑も残しつつ）

など

大物駅周辺
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公園緑地再生備に関する基本的な考え

・スポーツをきっかけとした市民の
健康増進、にぎわい創出等

・周辺の公園･緑地を、憩い･遊びの場、
緑の散策路に再整備

・公園･緑地を一体のものと捉えての
機能再編（可能な限り緑も残しつつ）
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中央公園のほか、駐車場、駐輪場など集積している公共施設
の管理を、一つの事業者が行うこととする中で、賑わい創出
や魅力向上を目指す

阪神尼崎駅周辺

阪神尼崎駅

＜ねらい＞
・各施設の機能連携、サービス向上、

全体を俯瞰して管理水準を高めつつ
効率化も図る
※日常･非日常両面からの賑わいづくりの企画･立案

・効率化によって生まれる財源を
周辺エリアに再投資する

・多様な主体が参画するエリアマネジ
メントに発展させていく

など
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現在の中央公園

① ② ③

④

⑤

①

②③

④
⑤

１階部分 人工地盤部分
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尼崎市の都市再生整備計画 阪神大物駅周辺地区
（まちなかウォーカブル空間形成）

既存都市公園を中心に､居心地が良く歩きたくなる空間を形成させ､官民によるゆとり

とにぎわいを創出し､南部地域における交流人口の増加や地域の活性化を目指す
（令和 4 ～ 8 年度）
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尼崎市の都市再生整備計画② 阪神大物駅周辺地区
（まちなかウォーカブル推進事業）

●周辺地区において線状に展開する既存都市公園を中心に
駅遊性や滞在快適性を高め、ウォーカブル空間を創出し、
交流人口の増加や地域の活性化を目指す。

●都市公園等のオープンスペースの充実を図ることで、
「新たな日常」に対応した、多様な活用を促す空間の
形成を目指す。

主な整備方針

●公園を中心とした新たな都市イメージを付加することで、
市民のまちに対する誇りや愛着の醸成を目指す。

中央公園再整備事業

大物川緑地再整備事業
ほか

大物公園再整備事業

【滞在快適性等向上区域設定の考え方】
・小田南公園、大物公園、尼崎城址公園といった都市公園間を結ぶ大物川緑地を周遊ルートして想定。
・上記都市公園へのアクセスが可能な阪神尼崎駅、阪神大物駅、阪神杭瀬駅からの導線についても歩行者等の安全、
滞在快適性に配慮する必要あり。
・阪神尼崎駅北側は、中央公園やペデストリアンデッキを活用した滞在快適性向上に資する事業展開も想定。

基幹事業

基幹事業

基幹事業
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最後に

＜ ご清聴ありがとうございました ＞

今後は、発信にも力を入れ、
さらなるまちの魅力向上に

取り組んでまいります。

市報あまがさき９月号特集より


